
保存科学の国際活動

文化財eの国|際交流の坊が広がるなかで，当研究所の保存科学研究は海外からも古|叶lIiを受け.

その前助も-}¥"<'i!可発となっている。

まず平成 2・3年度で.当研究所と似国の川で閏|際学術研究 rl]，;咋における考古造物の材Tf的

検討と保存法のIm ~合研究」を行った。 研究の 1"1 (10は. 1:1怖で11¥土する』立物の村民間trJとその保存

法のIJHする比'1史研究である。主な研究テーマは.①北海道江主れl'の沈没船IJ出場丸.幹回の祈'id'I'

の11劾市{}の刷新-を中心に船体の保存;ii.去のlU史研究.②i?!.製品の材Tf比牧}JIr1査， ①余M製品の保

存法.糾特二に )J脱l悦見引1埴孟法の効果に|限閲具刻jする j比ヒ凶il絞l肢皮引1川u川f究の 3.'点~iである 。 i以lは土 i終i冬冬年!皮立のエ|刊Z勺/J比 4 :年，

で、:'1凶見刻j官係3手者T刊15印O人の参1加'11川11を4仰!9}て開{官悦i能tした発表会では. _I-，記テーマに加えて 11-1(iI!lJから迫ー物 ・泣仰の保

有-に |品Jiiliする研究分野として，遺跡1Á~ :ffé と造物の写t~iJ! IJ :J'::に |品lす る研究成採も報告 し た。 以上

には工楽~g.j且・fJl京大作 .i!lHJ ，)J~ .)J巴Jぷ |髭保 ・ 村上 院 ， i)~凹 ïEII(jが参加|した。

次に平成元年泣から平成 3年!立にかけて，文化，'j'とアメリカ・スミソニアン研究機怖との:!t

!日J'国際学術研究「京アジア地域の，1，文化!!1の保存科学i'101i}f先」が行われた。当研究所も研究

分担しており， ① w:アジア文化l!1その以来|についての鉛j;iJf立体分析のデータベース作成， ② ブ

ロンズ病と 'fT釧腐食のメカニズム. ①古代京アジア ì'{}I， iJ (，~における鉱余. ④'1' lil製 ・';VJ鮮半.':，)

製 ・ 日本製背銅 23の鋳型作成 ・ jJH\~技術 .if-ì~学的問也 ⑤純文土保の技法 ・組成のli}f究をお

こなった。 なお . この:Jt l ïi]1iJf究は 3 .11三iiI・ jlhjて'~~施したもので.平成 4 ilミ泣からさらに新しいテ ー

マ「科学技術を利用した文化財研究法」で共川研究を縦続することになっている。 この研究の

分担者はイ!ell;t 1ft・凶村 山， )J巴以降保.{'_;-1k約三 ・村上 |在.i){1I1正lI(jである。

また.村上研究員は国際交流拡余の助成によりワシントンスミソニアン研究機構と Fドストン美

術館の冶:員研究日としてアメリカ合衆凶に滞在した。研究テーマは. rW:j!4'文化における古代余

T技法の比較研究」である。 アメリカでは，ギリシャ・ローマをはじめとし中近東からタイや

'.1.1凶に亙る京市アジア祐j也j或の古代金'，~~の~~・ft と製作技法に IV，J する fi'j判iが都桁されてきている 。

また. I:I/j;:では馴染みの少なし、'IJIH米地域にIJ¥Jする研究も僻んである。今回のiff氷'IJに多くの美

術館・ |専物fr.~i.大学:を訪れ， これらの研究にJjtわる研究者ーたちとデイスカ yションし.うどiJt[を涼

めることができたことは.大変なf?ii;i来いことであっ

た。スミソニアン研究機桃では，特にフ リア一美術

館において， トム・チェイス保存科学部長の もと，

古代中国青銅器の科学的調査を災地に行うことがで

きた。 また，後賀県富野山古噴出土の「学1.1:'.銘三角

総凶ヰ111四joiXi克」と同型鋭とみられるフリア 一美術館

所jほの日本出土鋭の前l査を行えたことも今回の大き

な収穫であった。 (沢田正IIH.IJ巴塚|後似 ・村上 陸) フリア一美術館における鋭の研究
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